
https://www.hro.or.jp/forest/research/fpri/koho/default/dayori.html 林産試だより 2026年 2月号 

https://www.hro.or.jp/forest/research/fpri/koho/default/dayori.html  

世界の中で中国の森林面積はなぜ増えているのか

利用部 資源・システムグループ TAN JIAZE 

■はじめに

本誌は北海道の林業・林産業における情勢や諸課

題，林産試験場が取り組む研究内容をご紹介してい

ますが，今回は視点を変えて世界の森林面積に着目

します。

世界の森林面積が減少を続ける中，地域別にみる

とアジアとヨーロッパでは1990年から2025年にかけ

て森林面積が増加しています。アジアの中でも特に

森林面積の増加が著しいのが中国で，1977～1981年
頃には約1.2億haだった森林面積が，2014～2018年頃

には約2.2億haに増加しています1)。 
本稿は，世界の森林面積に視野を広げ，とりわけ中

国における森林資源の概況および森林面積が増え続

けている背景について，歴史的な経緯を踏まえて政

策および社会経済の変化といった観点から解説しま

す。

■中国における森林資源の概要

まず，統計データをもとに中国の森林資源の概要

について説明します2)。 
中国の森林関連の統計データは，おおよそ5年ごと

に行われる「全国森林調査」によって集計されます。

森林率の推移をみると，1973～1976年から2014～
2018年にかけて，12.7%から23.0%と倍近く増えてい

ます（図1）。

ここで注意が必要なのは，統計データにおける「森

林」の定義です。1993年以前は樹冠被覆率（土地に対

して，樹木の枝葉が覆っている面積の割合）が「30%

以上」であることが加算基準でしたが，1994年以降は

これが「20%以上」と変更になりました。例えば，1989
～1993年の森林率は13.9%ですが，この変更後の基準

で計算すると15.1%になるため，基準の変更によって

森林面積が増加したことになります3)。 
このように，同じ「森林」でも国や時期によって定

義が異なったり変更されたりといったことがあるの

で，統計データを読むときは注意が必要です。ちなみ

に日本の場合は，京都議定書に最小面積が0.3ha，最

小樹冠被覆率が30%と「森林」が定義されています。 
また，中国の森林面積の内訳をみると，特に人工林

が増えているのが特徴です。1994～1998年の人工林

面積は約4,709万haでしたが，2014～2018年には8,003
万haと倍近く増えています（図2）。 

次に，中国における用途別の森林の区分とその割

合をみてみましょう（図3）。

中国では，「五大林種」と呼ばれる5つの区分に整

理されます4)。2014～2018年時点で最も大きな面積

（46.2％）を占めるのが「防護林」です。これは水土

保全などの環境保全機能の発揮を主な目的とした森

林のことです。

次いで「用材林（木材生産が目的）」，「特殊用途

林（国防，環境保護，科学実験などを目的）」となり

ます。景勝地など人間に精神的充足をもたらす森林

や，自然保護区のように森林生態系や生物多様性維

持に対する科学的・学術的な観点からの価値が反映
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図1 中国の森林率 
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図2 中国における天然林面積と人工林面積 
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されています。

「経済林」は，果物，お茶，薬，蝋やゴムといった

工業原料のような，木材以外の林産物の生産を主な

目的とした森林であり，全体の10％程度です。 
「薪炭林」は薪などの燃料としての採取を主な目

的とした森林ですが，全体に占める割合はわずか

（0.6％）です。 
わが国においては森林「面積」を用途別にするので

はなく，林種（人工林と天然林），機能（水源かん養

機能など），所有（国有林と民有林）といった観点で

整理されています。

■中国における森林政策とその展開

ここでは，中国における森林利用の歴史について

概観します。

中華人民共和国設立以前から，中国では農耕民族

である漢民族による森林伐採が行われていました。

増え続ける人口を支えるため，森林を開墾して耕地

に変えるといったことが繰り返され，平地のみなら

ず山地までがその対象となり，1949年に中華人民共

和国が設立した時の森林率はわずか8.6%であったと

いいます。

そのため中華人民共和国は建国後，すぐに積極的

な森林の保護や荒廃地の緑化を進めようとしました。

ところが，1958年から始まった「大躍進」政策で鉄鋼

の増産を目指したため，多くの森林が燃料の薪材と

して乱伐されてしまい，さらに1966年の「文化大革命」

で食糧を増産するために多くの森林が耕地へと転換

されてしまいます。

1978年からは疲弊した経済を立て直すため，中国

は「改革・開放」路線へと転換し，これまでの計画経

済から市場経済への移行を進めました。森林経営で

も担い手の民営化が進み，急速な経済成長に伴って

林産物需要が急増しました。

しかし，新たな森林経営の担い手となった農民や

私企業は，政策変更によって資格や権利を奪われる

リスクを強く意識し，長期的な育成林業よりも乱伐

によって短期的な収入を得て，さらに森林を農地へ

と変えてしまいました5)。 
こうした森林破壊を受けて1984年には「中華人民

共和国森林法」が公布され，政策面では森林の保護・

造成への動きもみられます。

しかし，現場では「改革・開放」路線下の経済発展

を支えるために森林伐採を続けたため，1990年代に

は洪水被害が深刻化していき，1998年の夏には「長

江・松花江流域大洪水」が発生しました。

この洪水による被害はすさまじく，被災者数 2 億 
2300 万人，避難者数 1585 万人，死者 3004 人，被

害総額は国家予算の4分の1に上ったといわれていま

す。この大災害は中国に衝撃を与え，政府もその原因

を河川上流域における森林減少と断定したことで，

以降はより強力な森林保護・造成政策が実施されて

いきます。

代表的なものとして「天然林保護行程」と「退耕還

林行程」という二大国家プロジェクトがあげられま

す。前者は天然林地帯を中心に伐採停止や立ち入り

規制を行い，森林の保護・育成・回復を目指すもので

す。後者は，急傾斜地に農地を持つ農民に補助金を与

え，農地を森林に転換することで，水土保全機能を回

復させようとするものです。

しかし，「天然林保護行程」によって中国の木材生

産量は減少し，「改革・開放」以降の経済成長によっ

て増え続ける林産物需要を埋め合わせることができ

なくなってしまいます。

このジレンマを克服する手段として，中国は貿易

自由化を通じた輸入材の増加で対応しました6)。これ

は「改革・開放」路線の貿易自由化を通じた経済発展

という国全体の方向性に沿うものでもあり，2001年
には中国のWTO加盟が発効します。 

チップ，薪材，丸太，製材，パルプと古紙の輸入関

税がゼロとなったほか，これまで特定の公的機関だ

けに与えられてきた木材輸入の許可と輸入量の制限

も段階的に撤廃されていきます。特に中国東北部に

近いロシアからの丸太輸入が飛躍的に増大し，中国

は輸入材への依存を深めていきます。

しかし，2007年になるとロシアが国内の木材産業

保護のために，2009年までに針葉樹丸太の輸出関税

を段階的に80%へと大幅に引き上げることを発表し

ました。

図3 中国における森林面積の内訳 
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そのため，近年では北米やニュージーランドから

の木材輸入が増えています。

国内の経済成長を背景とした木材需要の拡大で，

産業用丸太の世界最大の輸入国となり，2013年から

2023年にかけて，世界の産業用丸太のうち35~37%を

中国が占めています7)（図4）。 

■中国の社会経済変化が森林面積に与えた影響

ここでは，社会経済が発展することと森林資源の

変化を経済学の視点から考えます。

日本やヨーロッパの歴史を振り返ると，経済成長

とともにいったん森林が減少していき，ある時期を

超えると再び増加するといった仮説が考えられます。 
つまり，①経済発展の初期段階では森林は豊富に

あるものの，②経済成長と共に人口が増えると食糧

増産のために農地転用や，燃料や建築用材として伐

採されることで森林が減少していきます。③しかし，

さらに経済成長が進んで脱工業化段階に入り，人々

が豊かになると環境保全が重視されるようになって，

森林が増加に転じる，ということです。

これを経済学的に説明したものとして，「森林資源

のU字型仮説」があります。具体的には，横軸に経済

発展の尺度として1人当たり国内総生産 (GDP) など

を，縦軸に森林資源量の尺度として森林面積や森林

率，森林蓄積などを取ると，両者の間にはU字型の関

係が描けるというものです8)。 
筆者は，中国で森林面積が増加した要因として「森

林資源のU字型仮説」があてはまるのか，統計データ

と計量経済モデルを使った実証分析によって明らか

にしました9)。 

分析の結果，中国は既に「森林資源のU字型仮説」

の後半部分（脱工業化段階に入り，森林が再び回復す

る時期）に入っており，その主な要因は経済成長であ

ることがわかりました。

つまり，経済成長が進む（1人当たりGDPが増加す

る）と，短期的には森林面積の増加スピードが加速す

る一方，長期的には森林面積の増加スピードが減少

することがわかりました。

これに対応する施策展開として，中国の代表的な

造林政策の1つである「退耕還林」を挙げると，2007
年に大きな政策変更がありました。主な変更点は，1) 
補助金支給期間の延長，2) 間作の合法化 です。 

その背景には「退耕還林」を受け入れた農民の多く

が「政府の命令だから」といった消極的な理由で参加

していたことや，林間での牧草や大豆の栽培といっ

た間作を希望しているといった事情があります。

また，林業経営を成立させるためには当初の補助

期間（8年）は短く，補助期間終了後に森林が農地に

再び戻されてしまう（林業経営が成立しない）可能性

もありました。

そこで政府は補助期間を8年から16年へと延長す

るとともに，土壌の流出を促さないという条件のも

とで間作を認める，など今まで造林してきた森林の

成林を確実にする方向へと政策を変更したのです10)。

ここから政府として，新しく造林するよりも既にあ

る造林地の維持管理を重視して持続的な林業を行お

うとする指向の変化が考えられます。

■おわりに

本稿では，中国の森林資源と森林政策の展開過程，

社会経済の変化との関係性を経済学の視点から分

析・説明ができることをご紹介しました。

「なぜ中国の森林面積は増えているのか」といっ

た疑問を，より詳細に明らかにするためには，関連す

る様々な要因について，さらに文献や理論を調べる

ことが欠かせません。

森林の成長には長い年月がかかり，また社会経済

は複雑に影響しあうことも少なくありません。それ

らの関係性を明らかにするためには，引き続き多く

のデータと研究の蓄積が重要と考えています。
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図4 世界の産業用丸太輸入量 
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